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今年度もスタート Ｍナビ新聞   職員会議で利用できる情報を毎号掲載します 

総合教育センター情報教育班では、令和４年３月から「Ｍナビ新聞―情報教育通信―」として、教育の情報化

に関する情報提供を行ってきました。令和６年度も、毎月１回情報教育に関する情報発信を継続していきます。 

また、今年度から短時間で利用できる研修のヒントを毎号掲載します。職員会議等の時間を利用して、職員研

修にご活用ください。 

新年度がスタートして１か月

が経ちました。年度始めの慌た

だしい時期は、児童生徒の個

人情報漏えい事故が多く発生

しています。情報セキュリティ事

故は慣れによって発生します。

情報セキュリティのＡＢＣを心掛

け、個人情報漏えい事故をなく

しましょう。 

 

 

  

情報セキュリティクイズ（答えは裏面です） 

Ｑ１ 個人情報漏えい事故（令和４年度）の意図しない行為（行為ミス）による発生比率は？ 

①約１０％      ②約２０％      ③約４０％ 

 

Ｑ２ 安全なパスワードの桁数として IPA（独立行政法人情報処理推進機構）が推奨しているのは？ 

①４桁      ②６桁      ③８桁 

 

Ｑ３ 個人情報漏えい事故（令和４年度）の種類別発生比率が最も高いのは？ 

①紛失・置き忘れ ②誤送信 ③誤配布 

 

Ｑ４ WindowsPCの画面をロックするためのショートカットキーは？ 

①Ctrlボタン + Sボタン    ②Windowsボタン + Lボタン    ③Altボタン + F4ボタン 

 

Ｑ５ 個人情報漏えい事故（令和４年度）の経路・媒体別発生比率が最も高いのは？ 

①書  類  ②電子メール ③USB メモリ 

Ｍナビ新聞で校内研修！！ 情報セキュリティ意識を高めよう！ 

A あたりまえのことを 

B バカにしないで 

C ちゃんとやりましょう 

出典： 教育ネットワーク情報セキュリティ推進委員会 

月別事故発生件数は、令和４年度に全国の学校、公的教育機関、関連組織で発生し

た児童・生徒・保護者などの個人情報を含む情報の紛失・漏えい事故についての公開

情報を集計したものです。 



編集後記 

  Ｍナビ新聞を活用した職員研修はいかがでしたか。次号以降も是非ご活用ください。（角田） 

 

今年度も、Ｍナビ新聞では、授業実践の事例を紹介していきます。次号から、令和５年度の専門教育情報化グ

ループの研究成果物である「みやプロ Go！」（小学校段階におけるプログラミング的思考を育む授業を支援す

るための教材セット）を紹介します。 

 

 

 

Q１ ③  ３９．５％が「過失行為」や「やり間違い」などが原因です。「うっかり」で済まされない場合がある

ことを認識しましょう。 

 

Q2 ③  「最低８桁以上」「数字や記号を含める」「大文字と小文字を含める」「サービスごとに異なるパ

スワードを設定」が推奨されています。 

 

Q3 ①  「紛失・置き忘れ」が４７．５％、「誤送信」が１６％、誤配布が１１．５％です。ＵＳＢメモリをポケット

に入れたまま帰宅していませんか？ 

 

Q４ ②  パソコンを起動したまま席を離れるときは、必ずロック画面に切り替えましょう。職員室に生徒が

いる場面を想定してください。 

 

Ｑ５ ①  「書類」が４５．７％、「電子メール」が１６．７％、「USB メモリ」が１３．８％です。個人情報を紙媒

体で保管する必要性を考えましょう。 

 

何問正解しましたか？ 校内で考えられる情報セキュリティのヒヤリハットを周りの先生と話し合ってみまし

ょう。 

実践事例紹介 
令和５年度 専門研究教育の情報化グループ 

研究成果物「みやプロ Go！」 

情報セキュリティクイズの答え 


